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１ 海洋情報一元化について

平成１９年７月に海洋基本法が施行され，これを受

けて海洋基本計画が平成２０年３月に策定された．海

洋基本計画には，政府が総合的かつ計画的に講ずべ

き施策の一部に，海洋に関する情報を一元的に管理

・提供する体制を整備する旨記載されている．これ

に基づき，海上保安庁では，海洋情報の所在等に関

する情報を適切に管理・掲載するためのクリアリン

グハウスを平成２１年度に構築すべく準備を進めてい

る．本稿は，クリアリングハウス構築の一環として，

海洋情報に関するメタデータプロファイルについて

の検討内容をまとめたものである．

２ メタデータとは

地理空間情報基盤の発展のための国際協力を促進

するNPOであるGlobal Spatial Data Infrastructure

Associationが地理空間情報を利用，評価するための

背景情報をまとめたSDI cook book（Douglas D.N.,

２００４，絹谷ほか，２００８）において，メタデータの定

義等について記されている．概要以下のとおり．

メタデータの接頭語である「メタ（Meta－）」は

ギリシャ語のmetamorphosisにその起源を有し，

「変化」を意味する．ここから，メタデータとはそも

そもデータの起源，変化の履歴を記述するものであ

る．また，メタデータは，一般的にデータもしくは

データセットの概要や性質を記述することに用いら

れている．

メタデータはその利用形態から，以下の３種に分

類される．

１．発見のためのメタデータ：データの内容及び性

質を表現する最小限の情報であり，データの検

索に用いられる．ある地理空間情報を「誰が」，

「何を」，「いつ」，「どこで」，「なぜ」，「どのよう

に」生産したのかについての情報がこれにあた

る．

２．探査のためのメタデータ：検索されたデータが

利用者の利用目的に合致しているか否かを判断

するための情報．

３．利用のためのメタデータ：利用者がデータを利

用する際に必要となる情報．データ保有機関，

データ提供の仕組み及びデータの品質等の情報

がこれに含まれる．

メタデータは，データ利用者がデータを検索し，

発見されたデータが利用者にとって有用かどうかを

判断するための補助になるのみならず，データ生産

者にとっても，担当者間の引継を容易にする，他の

機関との努力の重複を避ける，データを死蔵させに

くくするなどの意義を持つ．データについてメタ

データを作成することは，作成時点においては負担

になると考えられがちであるが，長い目でみると，

データはメタデータを有することで，その価値をよ

り長く維持できることになる．
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３ 海外におけるメタデータ標準と海洋データに

関する取り組み

国際標準化機構（ISO : International Organization

for Standardization）の地理空間情報に関する技術委

員会TC２１１（TC : Technical committee）において，

地理空間情報のメタデータ標準に関する各国の既存

スキームが集約され，国際的な議論を経て，メタ

データに関する国際規格 ISO１９１１５が２００３年５月に

発行された．ISO１９１１５は地理空間情報及びサービ

スを記述するために必要なスキーマとして以下の事

項等を定義している．

・メタデータ要素体，メタデータ要素の内容．各

メタデータ要素の必須，条件付き必須もしくは

任意の別．任意要素とは必要に応じて地理空間

情報を記述する拡張を担保する要素である．

・メタデータの利用（データ発見，データ発掘，

データ適合，データアクセス，データ輸送，

データ利用）に必要な最小限のメタデータセッ

トまた，ISO１９１１５はデータの識別，品質，時間

・空間的範囲，地理情報の所在に関する情報を

提供するものであり，データセットカタログ，

クリアリングハウス活動データセットの記述及

び，地理空間情報データセット，個別の地理空

間情報の特性の記述に用いられることが想定さ

れている．

ISO１９１１５はデジタルデータへの適用が想定され

ているが，その理念は地図，海図，文書等他の形態

の地理空間情報や地理空間を対象にしないデータに

も応用可能とされている，ただし，デジタルデータ

以外のデータに ISO１９１１５を適用した場合には，ど

のメタデータ要素が必須要素であるかについて再検

討する必要がある．

国際社会においては，国連教育科学文化機関

（UNESCO）政府間海洋学委員会（IOC : Interna-

tional Oceanographic Commission）の国際海洋デー

タ・情 報 交 換 シ ス テ ム（IODE : International

Oceanographic Data and Information Exchange）の

枠組みのもと，各国に設置された国立海洋学データ

センター（NODC : National Oceanographic Data

Center）や世界データセンター（WDC : World Data

Center）等の間において海洋データ・情報の交換が

行われており，データ管理についても能力開発研修

等が行われている．IOCはデータ管理に関する２００８

年から２０１１年までの方針について，“IOC strategic

plan for oceanographic data and information man-

agement（２００８－２０１１）”（以下，IOC戦略計画と呼

ぶ）にまとめている．IOC戦略計画では，IOCに多

数存在するデータ・情報システムを集約的に利用

し，より効果的なシステムを構築するために，IOC

は ISO１９１１５等を利用してメタデータの標準化を進

めなければならないとしており，そのためのツール

開発についても言及している．

米国，欧州，豪州等においては，各国が有する海

洋データ・情報の一元化が進められており，豪州，

欧州における海洋情報一元化システムでは，メタ

データの地理情報に関するメタデータ仕様の国際標

準である ISO１９１１５に準拠した形式が採用されてい

る．（国土交通省総合政策局海洋政策課，２００８）

特に，豪州では ISO１９１１５に従った海洋分野のメ

タデータ規格である “Marine Metadata Profile” を

開発，利用している．

４ 国内におけるメタデータ標準

国内では ISO１９１１５に準拠した地理情報を記述す

るメタデータの国内標準プロファイルとして，国土

地理院が中心となって日本版地理情報標準プロファ

イル（JMP 2.0 : Japan Metadata Profile 2.0）が策定

され，使用されている．

JMP２．０では，何らかの情報を記述する最小単位

の項目が「要素」と呼ばれ，要素の集合が「要素体」

と呼ばれている．各要素及び要素体には，メタデー

タを記述する際に１．必ず記述しなければならない

「必須」，２．設定された条件を満たす場合には必ず

記述しなければならない「条件付き必須」もしくは

３．特に制約条件が設定されていない「任意記述」

という３種の制約条件のいずれかが必ず付されてい

る．（国土交通省国土地理院，２００４）
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５ 海洋情報メタデータプロファイルについて

海洋情報は緯度経度等の地理情報をメタデータと

して有していることが多い．地理空間情報のメタ

データを作成する場合に，ISO１９１１５に準拠するこ

とが国内外の趨勢であり，我が国内では海洋情報ク

リアリングハウスのメタデータプロファイルを，

JMP２．０準拠とすることが妥当であると考えられ

る．しかし，JMP２．０の主題分類コードに「農業」

等，海洋情報のメタデータ分類に馴染まない項目が

ある等，ユーザーの利便性，メタデータ登録の簡便

性を考慮すると，JMP２．０を海洋情報についてその

まま用いるよりも，JMP２．０を基に海洋情報に関す

るメタデータとして最適化したものを用いるべきで

あると考えられる．

こうした考え方に基づいて作成した海洋情報メタ

データプロファイルを表１に示す．なお，表１に示

した海洋情報メタデータプロファイル及び後述する

「海洋情報の分類例」（表２）は，関係省庁の実務担

当者で構成された「海洋情報クリアリングハウスの

基本仕様を検討するタスク・フォース」（座長：内

閣官房及び海上保安庁）における議論を経て決定し

たものであり，平成２１年度から，海洋情報クリアリ

ングハウスシステムにおいて使用される予定であ

る．以下に海洋情報メタデータプロファイルについ

て概説する．

海洋情報メタデータプロファイルにおいて海洋情

報メタデータの要素は，

１．所在情報についての要素

２．データ自体の所在情報等についての要素

３．データを用いて作成された成果物についての情

報を記述するための要素

４．データ・情報等を作成するために引用された他

のメタデータに関する引用情報を記述するため

の要素

５．データの提供・配布に関する要素

６．データ・情報の品質に関する要素

に大別される．

メタデータ要素のうち，記述が必須となる要素

は，メタデータの登録が煩雑にならないよう，GSI

cook bookにおいても，データの内容及び性質を表

現する最小限の情報とされている，

・入力者情報，問い合わせ先（Who）

・データ名及び海洋情報の分類（What）

・データの範囲．地理要素（Where）もしくは時間

要素（When）

等に限られている．

メタデータ要素のうち，入力時の制約条件が条件

付必須となる要素は，

・海洋情報の責任者に関する情報（所在情報の入力

者と異なる場合に入力必須）

・時間要素，範囲（海洋調査データ等，情報取得の

期間を指定可能な場合には入力必須）

・タイムゾーン（時間要素，範囲を入力した場合に

は，タイムゾーンの入力も必須）

・地理要素（海域名称，海域コード番号，ポイント，

ライン，ポリゴン，矩形のいずれかの入力方法に

より入力する）

・範囲参照系（地理要素を入力した場合には，範囲

参照系として測地系情報の入力も必須となる）

・データ提供方法について，オンライン提供のURL

もしくはオフラインの提供方法及び媒体（データ

のオンライン提供を行っている場合にはデータを

ダウンロードできるウェブサイトのURL，オフラ

イン提供を行っている場合には提供方法及び媒体

が必須入力項目となる）

・データ提供に関する問合せ先（所在情報の入力者

もしくは海洋情報の責任者と異なる場合）

であり，メタデータ登録を簡便にすべく，必須，条

件付必須以外の要素は全て任意項目としている．

海洋情報に関するメタデータとして最適化するた

めに設定した JMP２．０と異なるメタデータ要素は以

下のとおり．

・観測基盤情報

海洋観測に用いた船舶，人工衛星等のプラット

フォーム，観測頻度，センサー等についての情報．

・掲載学術誌名，巻号

学術論文に関するメタデータを登録する場合の，

登録する学術論文が掲載された学術誌の誌名及び巻
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第１表 海洋情報メタデータプロファイル
要素名を で記述している要素は必須記述， で記述している要素は条件付必須記述とする．
JMP２．０の要素番号については，JMP２．０仕様書４．データ辞書を参照．
括弧付要素番号は，JPM２．０の要素（体）と厳密には異なるが，同様の要素（体）として扱うもの．
データ分類については第２表を参照のこと．
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号についての情報．

・データ分類

JMP２．０の主題分類では海洋情報，特に海洋観測

データの項目を表現することが困難であるため，こ

れを検索キーワードとした場合に，ユーザーの利便

性が不十分であると思われる．また，これまでに多

大な海洋情報が集約され大きなデータベースとなっ

ている JODC及びCeisNetの情報項目と整合性をと

ることも有用である．また，情報保有者によるメタ

データ登録や，利用者による情報検索の際に，特に

主要な情報分類については簡便に登録・検索を実施

できるシステムとすべきである．

これらの事情に鑑み，「海洋情報の分類例」を作

成した．「海洋情報の分類例」の詳細を表２に示す．

メタデータ登録及び情報検索の際に，この分類例に

記載された項目についてはチェックボックスを選択

するのみで容易に登録・検索を実施できるシステム

が構築される予定である．

なお，海洋情報が多種多様であるため，海洋情報

を分類する方法についても様々な方法が考えられ，

海洋情報全体を画一的に分類することは非常に困難

である．表２に記載した分類例はあくまでクリアリ

ングハウス利用の際の利便性を最優先して作成され

たものであり，海洋情報を厳密に分類したものでは

ない．例えば「塩分」は表２の大分類では「海洋物

理」，「海洋化学」の両方に含まれるが，これは，利

用者が「海洋物理」，「海洋化学」のどちらから「塩

分」データを登録・検索した場合でも，容易に「塩

分」に関するメタデータの登録・検索を実行できる

ための設定である．

また，海洋情報の分類例に挙げられた項目のみが

クリアリングハウスで扱われるわけではなく，各小

分類内には「その他」として自由記述欄が設けられ，

分類例にない情報項目についても登録することがで

きる．海洋情報クリアリングハウスシステムの運用

開始後にも，メタデータ登録者によって「その他」

項目に記述された項目のうち，分類として適切と思

われるものは海洋情報の分類に随時反映されること

となる．

・関係法令

港湾区域，漁業権設定区域等の海域の区分は，法

令に基づいて設定されている場合が多いため，これ

らについて設定の根拠となる法令の情報をメタデー

タ要素に追加した．

・タイムゾーン

船舶，人工衛星等のプラットフォームを用いて行

われた海洋観測は，データの取得日時を表示するタ

イムゾーンは統一されておらず，日本時で記述され

る場合も，世界時で記述される場合もある．

・地理要素の記述方法

JMP２．０では，地理要素を地理境界ボックス（東

西南北の境界緯度経度），座標境界ボックス（東西

南北の境界座標），境界ポリゴン（多角形の座標値）

または地理識別子（地名や地域の名称）によって記

述することとなっているが，海洋調査を実施した位

置を記述する際にはこれ以外に調査測点，測線で記

述するケースも多いため，地理要素の記述方法にポ

イント及びラインを追加した．

・成果物情報

海洋観測から得られたデータを用いて作成された

成果物に関する情報．

・引用情報

メタデータ登録の対象となるデータベース，報告

書，書籍等の作成にあたって，他の海洋情報メタ

データを引用した場合，引用したメタデータに関す

る情報．ユーザーが当該メタデータを検索した場

合，そのリンクとして引用情報に記されたメタデー

タが表示される．

・データ品質について

メタデータ登録者の入力作業を簡略化するため

に，データ品質に関する情報が記されたウェブサイ

トのURL，オフラインでの品質情報提供に関する情

報のみを記述することとした．

入力する情報の形態に応じて情報入力作業を平易

に行うために，海洋観測データ，データベース，

ホームページ，報告書，論文及び港湾区域，漁業権

設定区域等の海域区分情報並びに国内海洋調査計画

の８種類の入力フォームから対話形式により情報入

力作業を行うオンライン登録が計画されている．入

力者が理解しやすいように，メタデータ要素の呼称
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第２表 海洋情報の分類例
全ての小分類欄に「その他」記入欄を設ける．
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を入力フォームごとに設定している（表３）．

ここまで，海洋情報クリアリングハウスに用いる

メタデータについて紹介してきたが，このクリアリ

ングハウスがどれだけ有用なシステムになるかどう

かは，集まるメタデータの質，量によるところが大

きい．概説したように，海上保安庁では容易にメタ

データを登録できるシステムを構築することとして

おり，関係者の皆様にはできるだけ多くのメタデー

タを登録していただけるよう，切にお願いする次第

であります．

参 考 文 献

Douglas D. Nebert, spatial data infrastructure cook-

book , 2.0, 24-28, (2004)

絹谷弘子，生駒栄司，高橋慧，吉川正俊，喜連川優，

地球観測データに対するメタデータ処理シス

テムの設計，第１９回データ工学ワークショッ

プ論文集，C９‐６，（２００８）

国土交通省総合政策局海洋政策課，統合沿岸域の総

合的管理に必要な海洋情報の収集及び提供体

制のあり方に関する調査検討，３８‐８３，（２００８）

国土交通省国土地理院，JMP２．０解説書，１‐４，

（２００４）

国土交通省国土地理院，JMP２．０仕様書，１２‐５２，

（２００４）

海洋情報部技報 Vol．２７，２００９

―7―



第３表 入力フォーム毎のメタデータ要素
は必須項目， は条件付必須項目，その他は任意項目データ分類については表２を参照のこと
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